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【事例 1】職員向けやさしい日本語基礎講座・スキルアップ講座（静岡県） 
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（１）研修名称 行政職員のための「やさしい日本語」講座 

（２）研修の目的・狙い やさしい日本語の考え方と文書作成をメインとし、行政に関わるすべて
の職員に、「やさしい日本語」に取組む必要性を意識してもらい、実践に
つなげる。 

（３）研修の対象・人数 県・市町行政職員、教育委員会職員、警察職員等 
対面：会場規模に合わせて 20～50 名程度 
オンライン：50 名程度 

（４）研修の方法 対面（県内複数箇所）・オンライン 

（５）周知・広報の方法 関係者へのメール連絡、庁内掲示板への掲載 

（６）研修の内容・構成 基礎講座 
①やさしい日本語の背景、なぜ行政が取り込むべきか 
②やさしい日本語に必要な多文化共生の考え方 
③簡単な変換ワーク 

スキルアップ講座 
①基礎講座のおさらい 
②長文変換ワーク（情報の整理・足し引き、言い換え等） 

（７）研修使用教材 静岡県「やさしい日本語」の手引き 
講師独自教材 

（８）連携機関・団体 特になし 
（９）研修のポイント 
 
（特に意識したこと、 
効果・成果） 

基礎講座では、自治体職員が多文化共生の視点を持つことや「やさし
い日本語」に取り組む意義について丁寧に説明し、納得感をもたせるこ
とを心がけた。 
スキルアップ講座では、対面開催では貼り紙によるグループワークを、オ
ンライン講座でもチャットを使い、参加者同士のアイデア交換ができるこ
とを重視した。 
研修を二回にわけて行うことで、基礎講座でマインドの部分に時間をか
け、スキルアップ講座で基礎講座の振り返りを行い、知識を定着させる
ことができた。 
アンケートでは、「やさしい日本語は外国人のためだけではない」「自分
には関係ないと思っていたが、全員が心がけるべき話だ」などの声があ
った。 
 
 
 
 
 
 
 
 

（対面講座：グループワークの様子） 
（１０）担当部署 静岡県 多文化共生課  

☎ 054-221-2178 tabunka@pref.shizuoka.lg.jp 
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国 第 1 1 0 8 0 0 0 1 号 
令 和 ４ 年 1 1 月 ８ 日 

各市町村国際交流担当課室長 様 
 

和歌山県企画部企画政策局国際課長  
                         （ 公 印 省 略 ）      
 

令和４年度自治体職員向けやさしい日本語研修会の受講について（依頼） 
 

平素から本県国際行政の推進に格別のご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 
さて、県では、日本語能力が十分でない在留外国人のコミュニケーションを支援するため、

外国人が理解しやすい「やさしい日本語」の普及に取り組んでいるところです。「やさしい日
本語」は、災害時等に外国人へ情報を伝えたい時、日本語を使って分かり易く伝えようとす
る手段として活用されており、令和４年１月、文化庁文化審議会で 70 年ぶりに改定された
「公用文作成の考え方（建議）」においても、外国人向けに情報発信する言葉として「やさし
い日本語」を用いるよう提示されています。 

今般、市町村職員の皆様が「やさしい日本語」の知識を深め、在留外国人のコミュニケーシ
ョン支援の取り組みへと繋げていただくことを目的に、下記のとおり「やさしい日本語研修
会」を開催します。 

各市町村国際交流担当の皆様の受講について、ご配慮くださいますようお願い致します。
また併せて、防災部署や広報部署等、日頃の業務で在留外国人と接する機会がある庁内関係
部署へも幅広に周知していただき、別添申込書により受講者を市町村毎にとりまとめの上、
ご回答お願い申し上げます。 

記 
 
日  時：令和４年 12 月 19 日（月） 13 時 30 分～15 時 30 分（120 分） 
内  容：前半：やさしい日本語概要説明   

後半：やさしい日本語での窓口対応（話ことばや態度、技術）、広報誌等（書き言
葉のポイント）における実践練習他 

開催方法：オンライン会議システム（Zoom） 
     ※オンライン会議アドレスについては、受講者の方に後日送付いたします。 
主  催：和歌山県国際交流センター 
協  力：和歌山県（国際課） 
講  師：聖心女子大学 日本語日本文学科 岩田一成教授 
受講対象：県職員・市町村職員 
申込方法：別添申込書に市町村毎にとりまとめの上、担当までメールにて回答願います。 
申込期限：令和４年 12 月９日（金） 
参考資料： 
①「在留支援のためのやさしい日本語ガイドライン概要」(出入国在留管理庁・文化庁) 
https://www.moj.go.jp/isa/content/930006071.pdf 
②「在留支援のためのやさしい日本語ガイドライン」(出入国在留管理庁・文化庁） 
https://www.moj.go.jp/isa/content/930006072.pdf 
③「公用文作成の考え方（建議）」(文化庁文化審議会） 
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kokugo/hokoku/pdf/93651301_01.pdf 

※上記依頼文（公文書）については、同様のものを県庁内全部署へも併せて発出。 

依頼文（公文書） 

【事例 2】県内自治体職員対象やさしい日本語研修（和歌山県） 
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（１）研修名称  令和４年度自治体職員向けやさしい日本語研修会 

（２）研修の目的・狙い 県職員・市町村職員が、在留外国人が理解しやすい「やさしい日本語」の
知識を深め、在留外国人のコミュニケーション支援の取り組みへと繋げて
もらうこと。 

（３）研修の対象・人数 研修の対象：県職員・市町村職員 

参加人数：56 名（県職員 27 名、市町村職員 29 名） 

※研修案内時の参加者数は制限なし 

（４）研修の方法 岩田一成教授（聖心女子大学日本語日本文学科）に講師を依頼し、オン
ライン（Zoom）で開催。研修後、参加者に課題の提出とアンケートを依
頼。 

（５）周知・広報の方法 和歌山県国際課から、県職員・市町村職員へ依頼文（公文書）を発出。 

（６）研修の内容・構成 ・やさしい日本語の概要 
・やさしい日本語の活用事例 
・やさしい日本語での窓口対応（話し言葉や態度、技術） 
・広報誌等（書き言葉のポイント）における実践練習 

（７）研修使用教材 

 

・講師（岩田一成教授）が作成した研修用資料 
・「在留支援のためのやさしい日本語ガイドライン」（出入国在留管理庁・

文化庁） 
・「公用文作成の考え方（建議）」（文化審議会） 

（８）連携機関・団体 和歌山県企画部企画政策局国際課 

（９）研修のポイント 
（特に意識したこと、 
効果・成果） 

・研修方法を、対面ではなくオンライン開催にすることで、遠方からの参加 
の手間を軽減した。 

・研修の周知・広報について、和歌山県国際交流センター（指定管理者： 
公益財団法人和歌山県国際交流協会）から案内するのではなく、連携 
機関である県から依頼することで、参集効果を高めた。加えて、県は庁内 
全部署へ案内し、市町村に対しても、幅広に周知してもらうよう依頼し 
た。 

・講師から一方向の講義にするのではなく、参加者による演習を交えた 
双方向の研修にし、かつ研修後も課題によるフィードバックを実施する 
等、参加者が実際にやさしい日本語を活用できるようになってもらうこと 
を意識した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

＜研修資料一例＞ 

（１０）担当部署 和歌山県国際交流センター 
（指定管理者：公益財団法人和歌山県国際交流協会） 
☏ 073-435-5240   wa-world@wixas.or.jp 
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「多文化共生研修会」の開催について 

 下記のとおり開催いたしますので、職員の受講についてご配慮くださるようお願いいたします。 

 

記 

1. 日 時   令和４年１２月１９日（月） 

午前の部 １０：００～１２：００ 

午後の部 １３：３０～１５：３０ 

2. 場 所   庁舎４階 大会議室 

3. 講 師   新居
に い

 みどり （NPO 法人CINGA
シ ン ガ

 コーディネーター） 

4. 対象者   全職員 

午前・午後の部で約半数になるよう各課で調整をお願いします。 

5. 内 容   ・日本と外国の生活習慣・文化の違い 

・在留資格及び就労の制限 

・やさしい日本語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜研修資料の一部＞ 

【事例 3】全職員対象！ 職員向けやさしい日本語研修（茨城県八千代町） 
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（１）研修名称 多文化共生研修会 

（２）研修の目的・狙い 多文化共生に関して、町職員に対する意識を啓発し、やさしい日本語を
知る第一歩とする。 

（３）研修の対象・人数 町職員 約 180 名（うち１３２名参加） 

（４）研修の方法 対面開催（１日２回） 

（５）周知・広報の方法 定例庁議・庁内ネットワークシステム 

（６）研修の内容・構成 ① 日本と外国の生活習慣・文化の違い 
② 在留資格及び就労の制限 
③ やさしい日本語 

（７）研修使用教材 

 

・行政職員のための外国人支援の基礎知識とやさしい日本語 
・やさしい日本語コツプリント 
・講座ワークシート 

（８）連携機関・団体 ・NPO 法人 CINGA 
・茨城県ベトナム友好協会 
・八千代町国際交流 YIFA 

（９）研修のポイント 
（特に意識したこと、 
効果・成果） 

○全部局の職員が広く参加できるよう，町役場全体に対して参加を呼
びかけた。 

○全職員ができるだけ参加しやすいよう，午前・午後の２回を設定した
ことで，７割以上の職員が参加することができた。 

○事前アンケートでは「日本と外国の生活習慣・文化の違いを知りた
い」「在留資格について学びたい」「就労の制限についてききたい」
「やさしい日本語を学びたい」などの要望があり，講師には事前アン
ケート結果を踏まえた研修内容をデザインしてもらうことができた。 

○研修後に「やさしい日本語を業務に取り入れようと思った」などの感
想をもらった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

＜研修の様子＞ 

（１０）担当部署 茨城県結城郡八千代町企画財政部まちづくり推進課 
☏ ０２９６－４９－６３１２（課直通） 

 machisui2@town.ibaraki-yachiyo.lg.jp 
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県内各地で行っていた出前講座がコロナ禍で次々と中止になり、一気に自粛期間に突入。その時

間を活用し、やさしい日本語の普及動画を作成。ベトナム人の国際交流員を中心に、外国人や日本

人に聞き取りをし、「やさしい日本語」だったらうまく意思疎通ができたのに！という場面を選定。出

演者も国際交流協会の理事長をはじめ県国際課の課長や国際交流協会に出入りしている外国人

に協力してもらい、撮影から編集まで職員が行ったため製作費はゼロ。 

現在は、当課が出講する出前講座で動画を用いることはもちろん、YouTube でも配信しているた

め、だれでも、どこでも視聴・活用することができ、様々な場面で活用されている。 

 

 

                          
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【事例４】やさしい日本語動画（入門編・基礎編・実践編）活用研修（佐賀県） 
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（１）研修名称 「多文化共生の地域づくり」、「やさしい日本語」を使って交流しよう」
「異文化コミュニケーション」、「減災のための「やさしい日本語」 など 

（２）研修の目的・狙い コミュニケーション方法の一つとして「やさしい日本語」を使い、対話す
る活動を通して、相手を知り、人が繋がりながら多文化共生マインドを
育成する。 

（３）研修の対象・人数 ・学生（高校生や短大生、大学生） 
・外国人を受け入れている企業の日本人職員 
・地域（自治会や公民館事業の一環としての講座） 
・消防学校、警察、高齢者大学、行政職員                など 
基本的に依頼があれば県内どこへでも出張し実施。 
依頼者と相談の上、研修（講座）内容を検討し企画。 

（４）研修の方法 対面形式（可能な限り地域の外国人も参加してもらう形で開催） 

（５）周知・広報の方法 出前講座（依頼を受けてから出講）方式で開催なので、周知・広報は主
催団体が主体で実施。 

（６）研修の内容・構成 ①佐賀県内の在留外国人の概要（数や在留資格、地域の傾向） 
②コミュニケーション方法の一つとしての「やさしい日本語」 
③外国語としての「日本語」 
④動画の視聴 

・「やさしい日本語」の背景・理念 
・「やさしい日本語」の活用事例・活用方法 

⑤「やさしい日本語」を使って交流しよう 

（７）研修使用教材 佐賀県国際課が制作した「やさしい日本語」動画 
受講者（依頼内容）に合わせて入門編、基本編、実践編を使用 

（８）連携機関・団体 ・県内の留学生が在籍する、大学、短大、専門学校、日本語学校など 
・県内市町行政、佐賀県国際交流協会 

（９）研修のポイント 
（特に意識したこと、効
果・成果） 

動画を作成したことにより、外国人と接したことがない人でも、接した
時、話をする時どうすればいいかが手軽にイメージできるようになった。
また「場面」については外国人、日本人双方の意見を聞きながら作成し
たので、地域、職場、行政窓口、など様々な参加者に対応できるシーン
を使い分けることができ、参加者からは 
「佐賀弁が外国人には難しいと知った」 
「日本語でもいいと知った。今度は近所の外国人に話しかけてみたい」 
「交流ができるということは本当に楽しい！」 
など、外国人に対して消極的だった気持ちが前向きになっている意見を
多くもらっている。 
 
 
 
 
 
 
 

＜研修の様子＞ 

（１０）担当部署 佐賀県庁地域交流部国際課 
☎：0952-25-7328 ／ ：kokusai@pref.saga.lg.jp 
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【事例 5】地域住民参加型やさしい日本語研修（神奈川県横浜市） 
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（１）研修名称 多文化共生入門講座 

（２）研修の目的・狙い 外国籍等区民と日本人区民が地域で気軽に声を掛け合える関係を築く
ことで、外国籍等区民が地域で自立し、外国籍等区民と日本人区民の
相互理解を促進する。 

（３）研修の対象・人数 地域の外国籍住民と交流したい方 
日本語ボランティアに興味のある方 
近所に住んでいる外国籍住民を自治会・町内会に誘いたい方など 
10 人程度 

（４）研修の方法 対面開催 

（５）周知・広報の方法 区報、HP、チラシ、関係者への連絡など 

（６）研修の内容・構成 第 1 回 泉区の多文化共生について／外国籍住民インタビュー  
地域の日本語ボランティアとは？ 

第 2 回 「『やさしい日本語』でコミュニケーション」 
「やさしい日本語」とは  
日本語教室交流セッションに向けて（準備・リハーサル） 

第 3 回 「実践やさしい日本語でコミュニケーション」 
～日本語教室での交流セッション 
区内在住の外国人（日本語学習者）と交流セッション 
ふり返りと今後の活動に向けて 

（７）研修使用教材 

 

オリジナル資料 
「みなさんに知ってもらいたい言葉 やさしい日本語」横浜市国際交流協会 

「ＦＣ東京×やさしい日本語」普及啓発動画 
観光施設のパンフレット、地図 など 

（８）連携機関・団体 公益財団法人横浜市国際交流協会 

（９）研修のポイント 
（特に意識したこと、効
果・成果） 

講座の目的「地域で気軽に声をかけあう関係を築く」が達成できるよ
う、プログラムのなかに外国籍住民への生活インタビューや、交流セッシ
ョンをいれるなど、相互理解と交流を大切にした。同時期に開催してい
た、泉区役所日本語教室と連動させ、日本語教室のなかで、講座参加
者との交流セッションを行うことを、講座の中心とした。この交流活動で
の実践に向け「やさしい日本語」でのコミュニケーションについて、その
考え方と方法を学んだ。直接区民同士が話をすることで相互理解が進
み、また、やさしい日本語によるコミュニケーションの大切さがより伝わ
った。 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１０）担当部署 横浜市泉区地域振興課   
☏ 045-800-2392   iz-tabunka@city.yokohama.jp 
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【事例 6】地域国際化協会と社会福祉協議会が連携した研修（宮城県） 
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（１）研修名称 地域に暮らす外国人とのより良いコミュニケーションのための 
「やさしい日本語」研修 

（２）研修の目的・狙い 民生委員・児童委員が自分たちの暮らす地域の多文化化、多文化共
生、やさしい日本語について理解を深める契機とする。 

（３）研修の対象・人数 地域の民生委員・児童委員 ７３人 

（４）研修の方法 対面 

（５）周知・広報の方法 社会福祉協議会から対象となる人たちへの周知 

（６）研修の内容・構成 ①地域の国際化の現状 
②やさしい日本語の背景・理念 
③話し言葉のやさしい日本語 

（７）研修使用教材 他団体作成の資料を参考にして作成したパワーポイント資料及びワーク
シート 

（８）連携機関・団体 ①柴田町社会福祉協議会  ②柴田町 
※宮城県からの委託業務として実施。 

（９）研修のポイント 
（特に意識したこと、効
果・成果） 

初年度に、柴田町社会福祉協議会、柴田町と連携のうえ、同社協に
関連のある各種団体（町内会、民生委員、観光ボランティア等）の構成
員を主な対象としたやさしい日本語の研修を開催したところ、参加した
民生委員の地区役員の方から依頼をうけ、翌年度は町内の民生委員・
児童委員全員を対象とした研修会として開催することとなった。 

参加者のなかには、普段は外国人の接点がそれほどない方も多かっ
たようだが、「やさしい日本語は高齢者、子供とのコミュニケーションに
も役に立つ」といった、民生委員・児童委員の活動への有用性について
述べた感想が多く見られた。 

福祉と多文化共生は理念的に重なる部分も多く、地域のお世話役で
ある民生委員の方々に、周囲に暮らす外国人のことや多文化共生に関
心を持ってもらうことは、大変意義のあることだと考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜参加者アンケートから＞ 
◇「やさしい日本語」の精神は、そのまま福祉やいろいろな人々との共生社会

に通じるものだと思います。 
◇外国人との接点はなかなかないのですが、子供達や高齢者の方との会話

と一緒だなあと思いました。わかりやすい言葉を選んでゆっくりと話す。改
めて大切なことだと感じました。 

◇今まで気づかなかったのですが、近くに外国の方が住んでいましたので、
わかりやすい言葉で接していこうと思いました。 

◇もっと沢山の外国の方が日本、柴田町に来ることが考えられるので、今回 
勉強したことを活かして易しい日本語を優しく言えるようになれたら良いと 
思いました。 

（１０）担当部署 公益財団法人宮城県国際化協会 
☎ 022-275-3796    mail@mia-miyagi.jp 
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【事例 7】企業・事業者向けやさしい日本語研修（静岡県浜松市） 
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（１）研修名称 企業・事業所向け出前講座 やさしい日本語研修 

（２）研修の目的・狙い 外国人社員とのコミュニケーションにやさしい日本語が有効であること
を知る機会とする。また、外国人社員とのやりとりのためだけでなく、相
手に合わせて言葉や言い方を調整することが、社内コミュニケーション
の活性化につながり、さらに年代、性別、国籍、障害の違いに関わらず
様々な方とのコミュニケーションにもつながることを学ぶ。 

（３）研修の対象・人数 企業や事業所に勤める社員、初めてやさしい日本語に触れる方 
20 人程度 

（４）研修の方法 対面が望ましいが、オンラインでも可。 

（５）周知・広報の方法 HP、Facebook、チラシの配布等 

（６）研修の内容・構成 ①浜松市における多文化共生社会に向けた取組 
②政府によるやさしい日本語の普及推進 
③やさしい日本語とは 
④やさしい日本語と異文化理解 
⑤実践！やさしい日本語へ変換 
⑥まとめ 

（７）研修使用教材 

 

やさしい日本語研修ワークブック(入門編)（オリジナル） 
「在留支援のためのやさしい日本語ガイドライン」と紹介動画 
日本語教育の推進に関する法律 
外国人との共生社会の実現に向けたロードマップ（HP） 
やさしい日本語ラップ「やさしい せかい」（You Tube） 
やさしい日本語ー多文化共生社会へ（岩波新書）庵功雄 
日本語を話すトレーニング（ひつじ書房）野田尚史・森口稔 
日本語を書くトレーニング（ひつじ書房）野田尚史・森口稔 
新日本語の中級本冊（スリーエーネットワーク）(財)海外技術者研修協会 
異文化理解力(英知出版)エリン・メイヤー 
リーディングチュウ太(HP) 
NHK NEWS WEB EASY(HP) 

（８）連携機関・団体 （公財）浜松国際交流協会 

（９）研修のポイント    
（特に意識したこと、

効果・成果） 

講義とワークのセットで行うことで、なぜやさしい日本語が必要かを実
感できるよう工夫している。アンケートからも自身の伝え方を考えるよう
になったなど、社内だけでなく、社会生活におけるコミュニケーションの
在り方についても見直すきっかけとなっていることがわかる。 
 
 
 
 
 
 
 

（１０）担当部署 浜松市外国人学習支援センター  
☎ 053-592-1117        ｕ－ｔｏc_info@hi-hice.jp 
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【活用の事例】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事例 8】防災とやさしい日本語・書き換え研修（東京都） 

▲防災館リーフレット／体験ツアーの様子 
（池袋防災館） ▲外国人のための防災訓練 

（中野消防署・野方警察署 
・中野区役所） 

▲防災ハンドブック
（東京消防庁） 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から 
オンラインでの実施に変更 

研修実施に係る通知の抜粋 

【研修の様子】 

※ 研修当日のオンライン画面をキャプチャー 
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（１）研修名称 東京消防庁 防災安全業務本部教養（要配慮者担当職員講習会） 

（２）研修の目的 東京消防庁管内の各消防署に対してやさしい日本語の意義を周知する
ことで、消防分野におけるやさしい日本語の活用拡大を図った。また、既
に都内の防災館（防災体験施設）では外国人の来館者が多く、やさしい
日本語での取組が行われていたことなどから、そことの相乗効果も狙っ
た。 

（３）研修の対象 各消防署において、防火防災訓練・住まいの防火防災診断等、 
都民に対して防災に関する指導、説明およびアドバイスを行う職員 
９０名程度 

（４）研修の方法 オンライン 

（５）広報の方法 東京消防庁による研修対象者（各消防署職員）への呼びかけ 

（６）研修の内容・構成 ①講義 
・やさしい日本語の概要（普及の背景、ポイント、意義） 
・各分野における実践事例の紹介 
・やさしい日本語の注意点 
②書き換え練習 

（７）研修使用教材 ・「やさしい日本語と多文化共生の推進」（東京都作成研修資料）  
・「やさしい日本語を使おう！」（墨田区作成動画） 

（８）連携機関・団体 ①東京消防庁防災部防災安全課 ②東京消防庁管内の各消防署 

（９）研修のポイント 
（特に意識したこと、 
効果・成果） 

・基本的な研修内容に加えて、やさしい日本語普及の背景や、活用事例
については、防災関連のものが多くなるようにカスタマイズして資料等を
作成した 
・書き換え練習についても東京消防庁防災部防災安全課と調整し、「火
災」や「日常生活事故」など防災の実践に即した題材を取り上げた 
・本研修をはじめとして、やさしい日本語の必要性が高い防災分野にお
いて積極的に研修や協力を行ったことで、活用が広がった 
 
（活用の事例） 

・東京消防庁が外国人向けの防災ハンドブックをやさしい日本語
で作成 

・池袋防災館がやさしい日本語による体験ツアー実施 
・防災館等のノウハウも活かし、中野区で消防署・警察署・ 
区役所と国際交流協会が連携した外国人防災訓練を実施 

                           ※前頁の下に関連する写真を掲載 

（１０）担当部署 東京都 生活文化スポーツ局 都民生活部 地域活動推進課 
☎ 03-5320-7738 

 S1121202@section.metro.tokyo.jp 
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＜チラシを添付＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【事例 9】教職員向けお便りなどのやさしい日本語書き換え研修（静岡県） 

https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/school/kyoiku/1003777/1003787/1031814.html


28 
 

 

（１）研修名称 「やさしい日本語」研修会 
学校における「やさしい日本語」活用促進事業 

（２）研修の目的・狙い 教職員と外国人児童生徒等及びその保護者とのコミュニケーションを
円滑にし、外国人児童生徒等の学校生活への早期適応、就学の定着、
進学を促進するため、学校内における「やさしい日本語」の活用を進め
るモデル事業を実施する。 

（３）研修の対象・人数 沼津市立第五小学校の学校職員、沼津市教育委員会指導主事等 
焼津市立和田小学校の教職員、焼津市教育委員会指導主事等 
各回 約２５人 

（４）研修の方法 対面開催 

（５）周知・広報の方法 静岡県教育委員会 WEB 
静岡県公立高等学校教職員等広報誌Ｅ－ジャーナル 

（６）研修の内容・構成 第１回：「やさしい日本語」の概念と効果、必要性、変換方法 
第２回：書き言葉の演習 
第３回：話し言葉の演習、「やさしい日本語」を活用した自動翻訳機利

用方法 
（７）研修使用教材 

 

「授業を変えるコトバとワザ」(2013) 森 篤嗣 くろしお出版 
「外国につながる子どもたちと教育」(2017)  

明治学院大学教養教育センター・社会学部編 かんよう出版 
「学習言語とは何か」(2011) バトラー後藤裕子 三省堂 

（８）連携機関・団体 
①聖心女子大学 教授 岩田 一成氏 

  ②静岡県多文化共生課 
  ③沼津市立第五小学校  
  ④沼津市教育委員会 
  ⑤焼津市立和田小学校 
  ⑥焼津市教育委員会 

（９）研修のポイント 
（特に意識したこと、 
効果・成果） 

・モデル校での成果（「やさしい日本語」の有用性等）を、県教育委員会 
主催の会議、研修等（指導主事、支援員等対象）で紹介し、各市町に
おける「やさしい日本語」の取組を促進した。 

・アドバイザーである聖心女子大学 教授 岩田 一成 氏監修の下、
「やさしい日本語」事業実施内容を、報告書として取りまとめ静岡県
教育委員会 WEB に掲載し、成果を波及した。 

 
 
 
 
 
 
 
                  ＜研修の様子＞ 

（１０）担当部署 静岡県教育委員会義務教育課  
☎ 054-221-3143  kyoui_gimu@pref.shizuoka.lg.jp 

活動風の写真など 
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※ 東京都つながり創生財団「第 3 回やさ日フォーラム」（令和 5 年 2 月 21 日）資料より 

【事例１０】社会福祉協議会子ども・学生向けやさしい日本語書き換え（東京都） 
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（１）研修名称 文京区社会福祉協議会 「なつぼら 2022」やさしい日本語入門講座 

（２）研修の目的 ボランティア活動が体験できるプログラムをまとめたイベント「なつぼら
2022」において、これからの共助・共生社会に必要な考え方としての
やさしい日本語を子どもたちに紹介し、体験してもらう 

（３）研修の対象 ２０名（小学生８、中学生８、高校生２、大学生２）及び保護者６名 

（４）研修の方法 講義及び体験ワークショップ 
会場：文京区社会福祉協議会ボランティア活動室 

（５）広報の方法 社協ホームページやチラシによる告知 

（６）研修の内容・構成 ①講義（３０分） 
・やさしい日本語って なんだろう？（背景、ポイント、意義） 
・探そう！身の回りの やさしい日本語（実践事例の紹介） 
②体験ワークショップ（別会場） 
・手話や音訳等と並んで活動体験ブースを設置 
・難易度別（小・中・高）の書き換え問題に挑戦 
・外国ルーツのボランティアと交流しながら添削・振り返り 

（７）研修使用教材 独自作成教材「やさしい日本語を つかおう」 
（墨田区動画「やさしい日本語を使おう！」を含む） 

（８）連携機関・団体 文京区社会福祉協議会 

（９）研修のポイント 
（特に意識したこと、効
果・成果） 

・本研修は、文京区社会福祉協議会（文京ボランティア支援センター）
がボランティアの裾野を広げるため、体験プログラムをまとめた「なつ
ぼら 1Day プログラム」の一つとして実施した 

・対象者が小学生・中学生を含んでいたため、講義は３０分とコンパクト
にまとめ、通常の研修よりも言葉づかいを平易にした 

・受講者が飽きないよう、活用や書きかえの事例も子どもが親しみやす
いものを選び、ＦＣ東京とのコラボ動画なども活用した 

・体験ワークショップは「実際に目の前で見てもらえる」ことが参加者の
高いモチベーションにつながり、好評であった 

・外国ルーツの人々と子どもたちの交流という点でも意義があった 
 
 
 
 
 
 
  

 
＜研修資料＞ 

（１０）担当部署 東京都 生活文化スポーツ局 都民生活部 地域活動推進課 
☎ 03-5320-7738 

 S1121202@section.metro.tokyo.jp 
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【事例１１】「やさしい日本語」でポスターづくり （長野県） 
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（１）研修名称 「やさしい日本語」でポスターづくり 

（２）研修の目的・狙い 「やさしい日本語」によるコミュニケーションを学ぶとともに、外国人・日
本人が共同してポスター案を制作することで、実際に「やさしい日本語」
を活用したコミュニケーションのきっかけづくりとする。 
併せて、「長野県多文化共生推進月間」のポスター案の制作をとおし
て、県民の多文化共生の意識の醸成を図る。 

（３）研修の対象・人数 県民 28 名（外国人 14 名、日本人 14 名） 

（４）研修の方法 オンライン 

（５）周知・広報の方法 HP、関係者へのメール連絡・チラシ送付 

（６）研修の内容・構成 ①講義 
「やさしい日本語」の背景・理念 
「やさしい日本語」にするためのルール 
「やさしい日本語」の活用事例 

②ワークショップ 
外国人と日本人混合のグループを作り、「やさしい日本語」でコミュ
ニケーションを取りながらポスター案を作成する 

（７）研修使用教材 講師作成の資料 

（８）連携機関・団体 ①（公財）長野県国際化協会（共催） 
②NPO 多文化共生マネージャー全国協議会（講師） 
③長野平青学園（参加について特に協力いただいた日本語教育機関） 

（９）研修のポイント 
（特に意識したこと、効
果・成果） 

この研修は、ポスター案を作るという共同作業を通じて、外国人にも
日本人にも「やさしい日本語」でのコミュニケーションを意識するきっか
けにしてもらえるよう企画しました。 

そのため、外国人と日本人が同じ内容を学び、共に作業する場を設定
しました。例えば、前半の講義から外国人参加者にも入ってもらい、「や
さしい日本語」やコミュニケーションにまつわる自身の経験を話してもら
う場面をつくりました。 

実施後のアンケートでは、参加者からは国籍を問わず一緒にワークシ
ョップに取り組めたことを評価する回答が
見られました。 
 
 
 
 
 
 
                             

参加者の発表の様子とポスター案（↑→） 

（１０）担当部署 長野県 県民文化部 文化政策課 多文化共生・パスポート室 
☎ 026-235-7173 

 tabunka@pref.nagano.lg.jp 

https://www.pref.nagano.lg.jp/kokusai/sangyo/kokusai/tabunka/tabunka/index.html
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【事例１２】企業と連携した市民講座 コーディネーターが活躍する研修（神戸市） 
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（１）研修名称   神戸市やさしい日本語フォーラム 2022 

（２）研修の目的・狙い ・ やさしい日本語に関わっている方々とのネットワークを作ること。 
・ 様々の立場（一般、企業、神戸市他公的機関）からやさしい日本語の

特徴を考えること。 
・ 外国人の特徴を知ること。 
・ 社会に浸透させるためのアイデアを収集すること。 

（３）研修の対象・人数 ・ 一般市民、外国人市民 
・ 外国人雇用企業、教育機関、行政職員、外国人支援団体 
・ 対面参加人数：15 名、オンライン視聴：17 名 

（４）研修の方法   ハイブリッド開催（オンラインは視聴のみ） 

（５）周知・広報の方法   神戸市ホームページ・ＳＮＳ、関係機関・関係者への個別案内 

（６）研修の内容・構成 ① 有識者によるやさしい日本語の特徴・重要性・効果の紹介 
② 神戸市のやさしい日本語事業と日本語学習支援の取組状況の紹介 
③ ワークショップ形式によるやさしい日本語の実践 
④ 企業・公的機関における取組の紹介 
⑤ ワークショップ形式で、やさしい日本語の浸透に向けたアイデア提案 

（７）研修使用教材 登壇者が用意 

（８）連携機関・団体 ① 岩田 一成氏（聖心女子大学 現代教養学部日本語日本文化学科 
教授） 

② 親松 雅代氏（㈱メルカリ Language Education Team マネー 
ジャー・やさしい日本語トレーナー） 

③ (一財)日本国際協力センター（JICE） 
④ 市内でやさしい日本語に取り組む日本語教師（４名） 

（９）研修のポイント 
（特に意識したこと、 
効果・成果） 

・ やさしい日本語への理解を深めるため、様々な分野での取り組みを
共有すること 

・ 外国人のニーズを知るため、直接外国人の意見を聞ける場とするこ
と 

・ やさしい日本語に取り組む日本語教師がワークショップや話し合い
のファシリテーターとして参加して、経験や知識を共有しながら、参加
者の発言を促すこと 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

               ＜研修の様子＞ 

（１０）担当部署 神戸市市長室国際部国際課  
☏ 078-322-5010   tabunka@office.city.kobe.lg.jp 
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【事例１３】図書館が実施するやさしい日本語講座 （大分県） 
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（１）研修名称 「やさしい日本語」学習会」／「やさしい日本語」交流会 

（２）研修の目的・狙い 県内在住外国人と地域住民とのコミュニケーションの拡大を目的とした、
社会教育施設を核とした「やさしい日本語」の普及や交流活動の推進。 
＜学習会＞ 
 「やさしい日本語」の基礎や話し方、書き方について学習する機会の提
供及び相手に応じた言葉の選び方や伝え方を工夫する人材の育成。 
＜交流会＞ 
 「やさしい日本語」を使った外国人との交流機会の設定による、これまで
の学習成果の実践及び今後の交流拡大や地域づくり活動への始点。 

（３）研修の対象・人数 ＜学習会＞「やさしい日本語」に興味関心をもつ一般市民 
（企業関係者、日本語教室関係者、学校関係者、行政職員 等） 
参加者：大分市１８名、宇佐市２１名 

＜交流会＞上記学習会参加者をはじめとする一般市民、在住外国人 
参加者：大分市１８名（日本人１０名、外国人８名） 

宇佐市１５名（日本人９名、外国人６名） 
（４）研修の方法 対面 
（５）周知・広報の方法 チラシ配布・ポスター掲示（県立図書館、開催市公民館・図書館等） 

HP、Twitter、Facebook、関係団体へのメール連絡 
（６）研修の内容・構成 ＜学習会＞ 

○講義・演習「『やさしい日本語』に書き換える」 
○ロールプレイ「『やさしい日本語』で話してみよう」 
  講師 立命館アジア太平洋大学言語教育センター長 本田 明子 氏 
＜交流会＞ 
○交流「ヒューマンビンゴ」「共通点探し」「『やさしい日本語』クイズ」 
  講師 多文化共生マネージャー 森川 寿子 氏 
  助言 立命館アジア太平洋大学言語教育センター長 本田 明子 氏 

（７）研修使用教材 
 

○開始前・幕間に、動画「『やさしい日本語』でコミュニケーション」 
（大分県立図書館作成）を上映 

○「『やさしい日本語』リーフレット」「『やさしい日本語』クリアファイル」
（大分県立図書館作成）を配布 

○学習会では、講師が動画「やさしい日本語にはゆめがあります」 
（やさしい日本語ツーリズム研究会）を紹介 

（８）連携機関・団体 ○大分市教育委員会社会教育課、大分市企画部国際課（募集） 
○宇佐市教育委員会社会教育課、宇佐市総務部秘書広報課（募集） 
○立命館アジア太平洋大学（講師、留学生の参加） 

（９）研修のポイント 
（特に意識したこと、

効果・成果） 

○学習会→交流会と連続開催することによる、「やさしい日本語」の有効
性・必要性の認識 

○「やさしい日本語」の普及をサポートできる人材の育成（前年度までの
参加者が「『やさしい日本語』サポーター」として参加） 

 
 
 
 
 
 
 
 

＜学習会＞                 ＜交流会＞ 

（１０）担当部署 大分県立図書館 学校・地域支援課 地域学習支援担当(黒木) 
☎ 097-546-9975、FAX:097-546-9985 

 kuroki-tetsuya@pref.oita.lg.jp 
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※庁内掲示版へのお知らせ 
 

 
 

【事例１４】窓口職員向け機械翻訳×やさしい日本語コミュニケーション研修（静岡県） 
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（１）研修名称 行政職員向け外国人県民コミュニケーション研修 

（２）研修の目的・狙い 県や市町職員等が、「やさしい日本語」及び多言語を使用して行政
情報を発信し、外国人県民とコミュニケーションを図るために必要な
知識を学ぶ。 

（３）研修の対象・人数 県・市町行政職員、教育委員会教職員、警察職員等 
会場規模に合わせて 20～50 名程度 

（４）研修の方法 対面（県内複数箇所） 

（５）周知・広報の方法 関係者へのメール連絡、庁内掲示板への掲載 

（６）研修の内容・構成 ①ユニバーサルデザイン、ダイバーシティ＆インクルージョンの考え方 
②やさしい日本語の使い方のポイント 
③やさしい日本語と機械翻訳の親和性 
④多言語音声翻訳アプリの使い方 

（７）研修使用教材 講師独自教材 
静岡県「やさしい日本語」の手引き 

（８）連携機関・団体 特になし 
（９）研修のポイント 

（特に意識したこと、 
効果・成果） 

やさしい日本語を UD（ユニバーサルデザイン）の取組の一環として
位置づけ、地域の共通言語としてのやさしい日本語の必要性につい
て伝えた。 
また、翻訳アプリを実際に使いながら、やさしい日本語と機械翻訳の
親和性や有効性を体感してもらった。 
外国人対応を行う際、通訳者不在でもやさしい日本語や多言語音声
翻訳等を使ってコミュニケーションを取るための動機づけになるよう
工夫した。 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜会場の様子＞ 
 
                             
 
  
 
 

＜資料の一部＞ 
（１０）担当部署 静岡県 多文化共生課  

☎ 054-221-2178  tabunka@pref.shizuoka.lg.jp 



39 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜チラシまたは HP 掲載情報を添付＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【事例１５】大学生と実施する区職員向け話し言葉のやさしい日本語研修（東京都） 
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（１）研修名称 やさしい日本語 【話し言葉編】 

（２）研修の目的・狙い 豊島区における外国籍区民は全人口の約 1 割を占め、国籍も 100 以
上の国・地域と多国籍化しており、全ての言語に対応することは困難な
状況です。 
その中で、外国籍区民だけでなく、子ども、高齢者、障害者とのコミュニ
ケーションでも活用することができる「やさしい日本語」を職員に周知
し、区の情報を伝えるための手段の一つとして各職場において積極的に
活用してもらうためにこの研修を企画しました。 

（３）研修の対象・人数 対象：区職員、派遣職員等問わず区役所で働いている方 
定員：各回 40 名（同じ内容を 2 回実施） 

（４）研修の方法 新型コロナウイルス感染症予防対策を講じて対面で実施 

（５）周知・広報の方法 研修案内を全庁にメールで送付。 
また、外部向けにプレスリリースを行うと同時に区の HP にも掲載。 

（６）研修の内容・構成 ①やさしい日本語普及の背景 
国・自治体・山脇ゼミにおける取り組み紹介 

②やさしい日本語の基礎講座、実践演習 

（７）研修使用教材 ①多文化共生とやさしい日本語 （明治大学 山脇啓造教授） 
  やさしい日本語ラップ「やさしい せかい」 

（やさしい日本語ツーリズム研究会） 
②やさしい日本語ワークショップ・やさしい日本語ワークシート 

（明治大学国際日本学部） 

（８）連携機関・団体 明治大学国際日本学部 山脇啓造教授および山脇ゼミの学生 

（９）研修のポイント 
（特に意識したこと、 
効果・成果） 

本研修は令和２年度に実施した「やさしい日本語【書き言葉編】」に続
く、令和３年度明治大学による２回目の研修でした。コロナ禍の制限が
ある中でしたが、やさしい日本語の第一人者である山脇教授とそのゼミ
生をお招きし、演習を通じてやさしい日本語に触れる機会を設けました。 
受講者のアンケート結果を見ると研修内容の理解度・満足度ともに高
く、職場に持ち帰って早速実務に活かしているという声もありました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜研修の様子＞ 

（１０）担当部署 豊島区企画課多文化共生推進グループ 
☏ ０３－３９８１－１７８２  A0050004@city.toshima.lg.jp 

活動風景の写真など 
活動風景の写真など 
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※ 東京都つながり創生財団「第 3 回やさ日フォーラム」（令和 5 年 2 月 21 日）資料より 
 

【事例１６】文化施設職員向け「やさしい日本語で話そう」研修（東京都） 
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（１）研修名称 新宿文化センター 「やさしい日本語」職員研修 

（２）研修の目的 新宿文化センターがある新宿区は外国人が多く住んでいることから、外
国人からの問い合わせを受けることがある。また劇場は外国にルーツを
持つ人を含め、様々な人々が集まる場所である。こういった状況を踏ま
え、職員の「やさしい日本語」の活用を促進することで、外国人来館者
等への対応力を向上させる。 

（３）研修の対象 新宿区立新宿文化センター（（指定管理者：（公財）新宿未来創造財
団））職員 十数名 

（４）研修の方法 対面 

（５）広報の方法 新宿文化センターによる研修対象者職員への呼びかけ 

（６）研修の内容・構成 ２回に分けて実施（１回目は講義、２回目はワーク中心） 
＜１回目＞ 

①講義 
・やさしい日本語の概要（普及の背景、ポイント、意義） 
・各分野における実践事例の紹介 
・文化事業とやさしい日本語 
・やさしい日本語の注意点 
②書き換え練習 

＜２回目＞ 
①１回目のおさらい 
②ワークショップ（グループワーク） 

・やさしい日本語で自己紹介 
・シチュエーション別練習（窓口対応・道案内・劇場アナウンス） 
※グループで発表し、外国人２名に分かりやすさを確認してもらう 

（７）研修使用教材 ・「やさしい日本語と多文化共生の推進」（東京都作成研修資料） 
・「やさしい日本語で話そう」（東京都作成研修資料） 
・「やさしい日本語を使おう！」（墨田区作成動画） 

（８）連携機関・団体 ①公益財団法人未来創造財団 
②新宿区内の日本語学校 

（９）研修のポイント 
（特に意識したこと、 
効果・成果） 

・実際に外国人対応の多い現場における研修であることから、ワークシ
ョップでは実際のセンターの周辺地図なども用いるなど、実践的な内容
となるように工夫した 
・外国にルーツを持つ方２名（フランス人とスリランカ人、日本語レベル
がＮ４～Ｎ５程度）に参加してもらい、窓口対応、道案内、劇場アナウンス
といった場面ごとに、グループワークで作ったやさしい日本語の分かり
やすさを確認してもらった 
・この形式は、当事者の意見を聞きながらその場で表現が通じるか確認
できたことに加え、参加職員のモチベーション向上にもつながり、非常に
好評であった 

（１０）担当部署 東京都生活文化スポーツ局都民生活部地域活動推進課 
☎ 03-5320-7738 

 S1121202@section.metro.tokyo.jp 
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「令和４年度 豊川市生涯学習まちづくり出前講座」 安全・安心・防災  

No.７２ やさしい日本語って何？ 
 
 
 
 
 
〈市ホームページ掲載 URL〉 
https://www.city.toyokawa.lg.jp/saijibunka/aoinomon/demaekouza.files/R4.4.1.pdf 

【事例１７】小学生向けやさしい日本語出前講座（愛知県豊川市） 

https://www.city.toyokawa.lg.jp/saijibunka/aoinomon/demaekouza.files/R4.4.1.pdf
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（１）研修名称 やさしい日本語出前講座 

（２）研修の目的・狙い 外国籍住民の増加に伴い、小学校でも外国籍児童が増えている現状か
ら、「やさしい日本語」を使い日本語を母語としないクラスメイトと話すこ
との大切さや、多文化共生への理解を深める。 

（３）研修の対象・人数 児童クラブに所属する小学生計 60 名※同一内容を２回に分けて実施 

（４）研修の方法 対面開催 

（５）周知・広報の方法 豊川市生涯学習まちづくり出前講座に掲載し、市ホームページ等で周
知するとともに、児童クラブ職員へ個別に提案した。 

（６）研修の内容・構成 ①豊川市の外国籍住民数について 
②異文化理解、多文化共生理解 
③やさしい日本語を使う大切さ、使うときのポイント 
④英語絵本の読み聞かせ  

（７）研修使用教材 

 

・在留支援のためのやさしい日本語ガイドライン 
(出入国在留管理庁・文化庁） 

・やさしい日本語の手引き～外国人に伝わる日本語～（愛知県） 
・はがぬけたらどうするの？せかいのこどもたちのはなし(フレーベル館) 

（８）連携機関・団体 豊川市生涯学習課、子育て支援課 

（９）研修のポイント 
（特に意識したこと、 
効果・成果） 

これまで大人向けに実施していた内容を小学生向けに一新し、子ども達
が楽しく学べるよう工夫した。 
今回の対象は小学校低学年で、普段使っている言葉が「やさしい日本
語」に近いため、なぜ「やさしい日本語」が必要なのか、外国人とは違い
もある一方で共通している部分も多いことに気付いてもらい、異文化理
解、多文化共生の理解を深めることに重点をおいた。 
また、興味を持ちやすいようにスケッチブックを使い、紙芝居形式で進め
るなど視覚教材を多用したり、クイズ形式で進めたことで、予想以上に
積極的に意見が出され、とても盛り上がった。最後には児童になじみの
ある日本の昔話を英語で読み聞かせ、言語にも興味を持ってもらうなど
多方面からアプローチを行った。 
当初、低学年には少し難しい内容かと思ったが、身の回りの事を例に用
いたことで、外国人とコミュニケーションを取ることや、「やさしい日本
語」を使うことを、身近なこととしてとらえることができ、自ら気付き、考え
意見するといった成果が得られ、多文化共生への理解が深まった。 

＜研修の様子＞ 

（１０）担当部署 愛知県豊川市 市民部市民協働国際課 
☎0533-89-2158  kyodokokusai@city.toyokawa.lg.jp 



45 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜研修資料の一部＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【事例１８】やさしい日本語講座（観光・接客編）（島根県雲南広域連合） 
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（１）研修名称 やさしい日本語講座（観光・接客編） 

（２）研修の目的・狙い 地域内の観光に従事する団体・組織の職員や地域事業者を対象に、 
接客対応を中心とした「やさしい日本語」について学びを深める。 

（３）研修の対象・人数 行政の観光担当職員、観光協会職員、民間事業者 18 名 

（４）研修の方法 対面開催 

（５）周知・広報の方法 HP、関係者へのメール連絡、観光協会から会員事業者へ連絡 

（６）研修の内容・構成 ①講義：「やさしい日本語」の概要（必要性と対象者） 
②ワーク：「やさしい日本語」を使ってみよう（基礎・言い換え練習） 
③「やさしいコミュニケーション」について考える 

（７）研修使用教材 （やさしい日本語ツーリズム研究会）動画 
・Youtube「やさしい日本語（にほんご）には、ゆめが あります。」 

（８）連携機関・団体 ・観光協会（周知） 
・一般社団法人ダイバーシティうんなん toiro（実施） 

（９）研修のポイント 
（特に意識したこと、 
効果・成果） 

・観光案内所に勤務する観光協会職員や、接客を必要とする事業者に 
対し、個別に参加を呼び掛けた。 

・「やさしい日本語」を身に付けるだけでなく、「やさしい日本語」の存在
自体を認知してもらうきっかけづくりという点を意識した。 

・参加者からは「日本語なのにどう伝えていいか分からない」、「やさし
い言い変えができない」という声が聞かれ、普段から意識しておくこと
が重要だと体感してもらうことができた。 

・事後アンケートからは、「外国人とのコミュニケーションに必要なのは、
英語力よりも日本語で丁寧に伝えることだと理解した」との回答が複
数みられた。 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

<①講義の様子＞      ＜②ワークを踏まえた実践の様子＞ 

（１０）担当部署 島根県雲南広域連合（雲南市・奥出雲町・飯南町） 企画課  
☏ 0854-47-7341    unnankouiki@unnan.jp） 
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※ 東京都つながり創生財団「第 3 回やさ日フォーラム」（令和 5 年 2 月 21 日）資料より 

【事例１９】思いやりのパス！スポーツチーム・ボランティア向け研修（東京都） 
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（１）研修名称 ＦＣ東京 チームスタッフ・スポーツボランティア研修 

（２）研修の目的 ＦＣ東京のチームスタッフ及びスポーツボランティアの多文化共生に関
する理解と以下の対応力の向上 

・J リーグのスタジアムにおける外国人観客への対応 
・FC 東京のホームタウン東京都における、外国人住民の増加と地域 
の多様化等への対応 

（３）研修の対象 ＦＣ東京チームスタッフ 
ＦＣ東京・スポーツボランティア 
合計約４０名 

（４）研修の方法 講義型対面研修 
会場：味の素スタジアム（ＦＣ東京のホームスタジアム） 

（５）広報の方法 ＦＣ東京から各部門スタッフ及びスポーツボランティアへの呼びかけ 

（６）研修の内容・構成 
①講義 
・やさしい日本語の概要（普及の背景、ポイント、意義） 
・各分野における実践事例の紹介 
・やさしい日本語の注意点 
②書き換え練習 

（７）研修使用教材 「やさしい日本語と多文化共生の推進」（東京都作成研修資料） 

（８）連携機関・団体 ① ＦＣ東京 
② ＦＣ東京・スポーツボランティア 

（９）研修のポイント 
（特に意識したこと、効
果・成果） 

・本研修は、東京都とＦＣ東京が連携して実施するやさしい日本語普及 
啓発事業の一環として実施した 

・研修では、チームスタッフ及びスポーツボランティアにやさしい日本語
の基礎知識を理解してもらうことを重視し、書きかえ練習の題材も「サ
ッカー教室メンバー募集のお知らせ」や「スタジアムにおける試合前ア
ナウンス」など実践に即したものとした 

・研修を実施したことにより、それに続く普及啓発動画の制作やチラシ・
グッズ（チームマスコット「東京ドロンパ」とやさ日キャラクター「やさカ
ニくん」のコラボ）の制作、スタジアム内外の普及キャンペーンが円滑
に行われることとなった 

（１０）担当部署 東京都生活文化スポーツ局都民生活部地域活動推進課 
☎ 03-5320-7738  

 S1121202@section.metro.tokyo.jp 
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【事例２０】社会教育施設を核としたやさしい日本語の普及研修（大分県） 
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（１）研修名称 「やさしい日本語」の普及と外国人との交流を目的としたイベントの企画及
び実施 
①企画会議：令和３年度・４年度で別府市計１２回、中津市計１４回実施 
②イベント：「ともに暮らす」まちづくり実践活動（Ｒ４、別府市１、中津市３） 

（２）研修の目的・狙い 日本人と外国人とのコミュニケーションの拡大を目的とした、社会教育施設
を核とした「やさしい日本語」の普及や交流活動の推進 
①「やさしい日本語」を地域住民に普及し、日本人と外国人の交流機会を

創出する取組の企画及びその指導・普及のサポートができる人材の育成 
②「やさしい日本語」を使った日本人と外国人との交流イベントの実施によ

る多文化共生に向けた意識の醸成 
（３）研修の対象・人数 ① これまでの「やさしい日本語」事業に参加した一般市民 

（企業関係者、日本語指導者、学校関係者、行政職員、防災士 等） 
在住外国人（留学生、技能実習生） 

・別府市のべ１８４名（うち外国人５３名） 
・中津市のべ２２７名（うち外国人３７名） 

② 運営スタッフ（①の参加者） 
・別府市３０名（うち外国人１３名） 
・中津市２４名（うち外国人２名） 

  イベント参加者数：別府市６３名（うち外国人９名）※１イベント 
                中津市１０４名（うち外国人６３名）※３イベント 

（４）研修の方法 対面 
（５）周知・広報の方法 チラシ配布・ポスター掲示（県立図書館、開催市公民館・図書館等） 

HP、Twitter、Facebook、市報、関係団体へのメール連絡 
（６）研修の内容・構成 ①多文化共生社会実現に向けた課題解決のための協議 

「やさしい日本語」を使った日本人と外国人との交流 
  多文化共生社会実現に向けた外国人の意見 

交流イベントの企画立案、準備 
※講師 多文化共生マネージャー 森川 寿子 氏 
  助言 立命館アジア太平洋大学言語教育センター長 本田 明子 氏 
②イベントの運営 
 別府市：「『やさしい日本語』”発見”交流会」（「やさしい日本語」落語、

「やさしくない日本語」クイズ、外国人の出身国紹介での「やさし
い日本語」を活用した交流） 

 中津市：耶馬渓～青の洞門サイクリングでの交流、バドミントンでの交流、
カルタやゲームなどでの交流 

※①の参加者が、「やさしい日本語」サポーターとして②を運営 
（７）研修使用教材 
 

○①の開始前・幕間に、動画「『やさしい日本語』でコミュニケーション」
（大分県立図書館作成）を上映 

○「『やさしい日本語』リーフレット」「『やさしい日本語』クリアファイル」
（大分県立図書館作成）を会議参加者、イベント参加者に配布 

（８）連携機関・団体 ○別府市教育委員会社会教育課 
○中津市教育委員会社会教育課、中津市防災危機管理課 
○立命館アジア太平洋大学 
○ダイハツ九州株式会社等中津市自動車関連企業 

（９）研修のポイント 
（特に意識したこと、 
効果・成果） 

○学習会等の「参加者」が「やさしい日本語」の普及イベントの「主体者」
として参画（地域に「やさしい日本語」を普及できる人材の育成） 

○別府・中津両市での、公民館事業としての「やさしい日本語」普及・多文
化共生イベントの実施 

 
 
 
 
 
 

 
＜別府市イベント＞             ＜中津市イベント＞ 

（１０）担当部署 大分県立図書館 学校・地域支援課 地域学習支援担当(黒木) 
☎ 097-546-9975、FAX:097-546-9985 

 kuroki-tetsuya@pref.oita.lg.jp 

  


